
伊
豆
の
国
市
消
防
団
第
九
分
団
は
、
旧
・
大
仁

方
面
隊
第
一
分
団
、
第
二
分
団
、
第
七
分
団
が

統
合
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
管
轄
区
域
は
大
仁
、

吉
田
、
中
島
、
神
島
で
、
狩
野
川
や
城
山
、
古

く
か
ら
の
大
仁
商
店
街
や
国
道
沿
い
の
商
業
集

積
地
、
住
宅
地
と
多
様
で
す
。
狩
野
川
沿
い
に

は
四
箇
所
の
ひ
管
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

本
部
行
事
が
な
い
月
の
休
日
に
は
、
ポ
ン
プ

中
継
な
ど
の
実
戦
訓
練
を
行
っ
た
り
、
旧
分
団

間
の
機
械
操
作
方
法
の
統
一
や
、
技
術
向
上
に

努
め
る
な
ど
、
有
事
へ
の
備
え
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
一
方
で
、
夏
や
秋
の
地
区
の
祭
り
に

も
会
場
警
備
や
模
擬
店
で
参
加
す
る
な
ど
、
地

域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

（
杉
村
分
団
長
よ
り
）「
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る

社
会
の
中
で
仕
事
を
持
ち
つ
つ
、
消
防
団
活
動

を
し
て
い
る
団
員
た
ち
を
心
か
ら
尊
敬
し
、
ま

た
感
謝
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
お
か
げ
で
、
消

防
団
が
地
域
の
活
性
化
に
ひ
と
役
買
っ
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
し
、
そ
ん
な
団
員
た
ち
が

増
え
、
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
が
、
も
っ
と
も

っ
と
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
私
は
、
団
員
の
応
援
団
長
と
し
て
、
彼

ら
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

＊
正
・
副
分
団
長
、
支
援
団
員
を
除
い
た
現
役
団
員
の
年
齢

地域の活性化に一役買っている第９分団の団員たち ⑨第９分団

第９分団ＤＡＴＡ
管轄区域　大仁、吉田、中島、神島

（１，４８０世帯／３，９３５人）

分団長　　杉村明彦（大仁）

副分団長 北野好幸（吉田）

団員数 ５６人（うち支援団員１８人）

団員の平均年齢　　２４．６歳＊

団員の職業
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21 20２００９．１．１いずのくに ２００９．１．１いずのくに

芦
川
義
大
さ
ん

（
日
東
光
器
株
式
会
社
）

米
山
博
崇
さ
ん

（
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
）

大
沢
真
彦
さ
ん

（
大
沢
電
気
株
式
会
社
）

井
川
博
也
さ
ん

（
温
泉
旅
館
・
一
二
三
荘
）

新
村
浩
二
さ
ん

（
ボ
ー
グ
三
島
店
）

水
口
健
太
郎
さ
ん

（
富
士
乳
業
株
式
会
社
）

大
川
充
晃
さ
ん

（
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

菊
地
健
太
さ
ん

（
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

勝
又
悠
さ
ん

（
伊
豆
の
国
市
役
所
）

山
田
芳
裕
さ
ん

（
イ
チ
ゴ
生
産
）


